
現場リ ー ダ ー

が明かす

N P O 実務術講座
東日本大震災をきっ かけに ､ 被災地ではN P O の 活動がますます盛んにな っ て います｡
一 方で ､ 活動を長期的に継続するにあたり様々な悩 訓こ直面していませんか ?

田岡じメ ンバ
ー

しか活動に参加せずマ ンネリぎみだ

団地元の住民や団体 ､ 自治休とも つ と連携したい

国広報を頑張 っ て い るけれどうまく広まらない

固N P O で食べ て い けるようになりたい

この講座ではそんな悩みを解決するために ､ 現場の第
一 線で活躍するN P O の リ ー ダ ー を

招き､ 普段は聞くことができない実践的なノウハウを学びます｡

平成2 5 年1 1 月2 5 日 ( 月) 1 4 : 0 0 - 1 7 : 0 0

迫公民錮 大会誠皇
宮域県登米市迫呵佐沼亭中江二丁 目6 さ地1 ℡0 2 2 0 - 2 2 - 7 3 2 4

参加費 5 0 0 円

プログラム

第 一 部 講演 ｢ 若者 ･ よそ者との地域づく り｣

池田 誠 ( 一 般財団法人 北海道国際交流セ ンタ ー 手鏡局長)

第二部 パネルディ スカツシ ョ ン ｢ 地域を変える市長活動の作り方｣

コ ー デ ィネ ー タ ー 池田 誠

パネラ ー 立山芳輝 ( ⊂H 【S T ) 萩のゆき ( ま寄やま組)

松田直子 ( 株式会社Hib a n a ) 青嶋轡太 ( N P O 法人ナック)

講師紹介 ･ お申込みは裏面 へ 厨



■講師紹介

池田 誠 一 線材同法人 北海道国闇交流セン タ ー ( H I F) 事葬局長

1b 海道在任｡

1 9 糾 年d 嘲商科大学卒羞緻 ｣ T 8 に て 1 1 年間勤務後 ､ 9 5 年に退職｡

1 年間= ユ ー ジ ー ラ ンドでグリ ー ン ツ ー リズ ムや ､ パ ー マ カルチ ャ ー

､ バ イオダイナミ ッ クなど奄学びながら

サバイパル生活. 得国後､ 共助学舎新得■場にて青嶋■築､ ナチ ュ ラルチ ー ズづく りなどを担当｡ ハ ンディ

事 ヤ ップ竜も っ た人たちとの共同生活をする. モ の繰､ 七摩町大沼の山川牧場にて ､ 年の搾乳､ ヨ
ー グル トや

チ ー ズ加工 の仕事を綬て､ 2 0 0 1 年5 月より 塊 ｡

2 0 0 4 年 ､ 大沼周辺雇ステ
ー ジに 醐 青から未来を考える ｢ 大沼マイル ス ト ー ン2 2｣ 電設立｡ 海外ボラ ン

テ ィ アと矧こ大沼 軸 保全活動を毎年実儒して い る｡

立山芳挿 ⊂H 【S T 代感

聞本員在住｡

虎児■隕に て ､ 柳 育に寄与するN P O 法人

くすの 木自然館を19 9 5 年の股立から9 年8 月
まで 玉串｡

現在はサ爛と地積つく りをサ ポ ー

トする⊂H E S T

を設立 職 中｡

轟の ▲内から エ コツ ア ー づく り､ 据 . ワ
ー

ク

シ ョ ッ プ企画などを行う｡

松田直子 株式会社H ib 網 代森 醐

京# 府在任.
榊 バ イ オマ ス利用の普及啓発を中心に行う
N P O 解く虎く n 1 0 T O ル んく たん く きょ う と)の

溝助か ら発き し､ 】0 0 6 年に さ職責濾の右勤

活用を提案する株式会社Hib a n a 電設立.

山を元気に. ■韓バイオ マ ス を活用した火の
あ る■ らしを貫静から 絨 ･ 発信 していく こ と

を目指 して い る｡

萩のゆき まるや ま鍋蓋宰. 柵 ア トリエ デ サイ ト

石川点在住｡

三■地所ホ ー ム株式会社勤腐乱 夫の 抄 妃 一 郎と

濾米し､ 帰国後 に影怜†事野師 ･ 萩野ア ト リエ設立｡

還品三忘己ヲ話芸完詔㌍慧忘諾… もと
暮らし字わ りの 桝 や能畳の■♯水産物の軒晶
開発､ デザイ ンを手 飢ナる｡

サ ス テ ナブルな生き方を考 え る土地に欄ざした

学びの嶋 ｢ ま 香やま絶｣ 竜自宅で住み開音 しなが ら
築施し てい る｡

宮嶋啓太 N 和ま人ナ ッ ク/ 大棚山■少年野外活動セ ン タ _ 咽■

大阪府在任｡

自然体鹸や 柵 旨を遺 してt 少年のせ全編成に
零与す る ことが目的の N P O 法人ナ ッ ク のも■｡

同団体が網走書理香と して運営して いさ ∧尾市立
大畑山★少年野外活動セ ン タ ー で 主催書暮やプロ

グラ ム の陶発. 地域との 鳶携､ チビも会の支媚活

動､ 柳 育指導者育成などに携わ っ て い る｡

■お申込み
下記聖鞠にご記入いただきF A 札lただくか､ 同内容を記述したメ ー ルにてお申込みくだきい ｡
当日参加も受け付け致 します.

ご氏名 ご所■

ご住所

T

おt 鰭書号 メ ー ルアドレス

儀考

※濡■での 凋 み や講師に責間してみ た い こと が己ざい ました ら 己田入 く だ古 い｡

N P O 法人くりこま高原 ･ 地球の暮らしと自然教育研究所 担当 : 唐澤


